
平成２４年６月発行

「夕陽丘基金」の 10年間のあゆみ （平成 16 年度～24 年度）

○ 貸付をしたのは

のべ３４９人のＤＶ被害者の方に貸付をしました。

貸付額 ３，３５４，１８５円

○ ご寄付をいただいた回数は

のべ １,０６０回 （団体･グループ・個人）

○ 緊急一時保護施設への助成

平成 17 年度 5 施設への補助金の交付

平成 21 年度～25 年度 5 施設への助成金の交付事業を実施

○ 「女性に対する暴力をなくす運動｣連携事業（11 月 12 日～25 日）

毎年ＤＶ防止の講演会･シンポジウム等を実施

平成 25 年度 「夕陽丘基金」運営委員

代表 吉村八重子 委員 小林眞喜子 委員 細見三英子

委員 山川 文子 委員 沢田 薫 監事 宮地 一弘

９

平成２５年１１月発行

発行：一般財団法人大阪市男女共同参画のまち創生協会内 「夕陽丘基金」運営委員会事務局
〒５４３－０００２ 大阪市天王寺区上汐５－６－２５ Ｔｅｌ：０６－７６５６－９０４０Ｆａｘ：０６－７６５６－９０４５

○ 夕陽丘基金チャリティバザーの実施

平成 17 年度から大阪市地域女性団体協議会

の皆様が、クレオ大阪フェスタで、タオル

と石鹸等のバザーを開催。

いつもご協力をいただきまして、

本当にありがとうございます。



◇ 緊急一時保護施設入所のＤＶ被害当事者への資金貸し付け

貸付総額 ２３件 ３８６，５３０円

（内訳：生活費２０５，０００円 交通費 ６，５３０円 医療費１１，０００円、

手続き費用１６４，０００円）

◇ 緊急一時保護施設対象の助成金の交付

５施設に交付 １施設１０万円 事業完了報告書受領 次ページ参照

◇ 寄付金の収受等

寄付総額 ９５８，３５２円

寄付金（団体・グループ・個人）９３件 ９２５，９５２円

パープルリボンバッジ(売上）１０８個 ３２，４００円

◇ 夕陽丘基金についての広報、啓発、調査

①夕陽丘基金キャンペーン 「ＤＶ被害者支援の現場からの報告

～東日本大震災被災地と大阪『夕陽丘基金』」

日時：平成２４年１１月１０日（土）午後１時３０分～３時３０分

クレオ大阪中央 ホール ６５０名

内容：コーディネイター 細見三英子さん（ジャーナリスト）

１．大阪におけるＤＶ被害者支援の現状―「夕陽丘基金」の活動報告

２．東日本大震災被災地 福島県でのＤＶ被害者支援の報告

丹羽麻子さん ウィメンズスペースふくしま

３．今、ＤＶ被害者支援の課題は？ 細見三英子さん

② 各館のフェスタでのバザー

③ 通天閣 パープル色にライトアップ（女性に対する暴力をなくす運動）

④ 第１５回全国シェルターシンポジウム２０１２はんなん・近畿への協賛と広告掲載

平成 24 年 10 月 13 日(土)・14 日(日)



24 年度実績

A 園では、 職員室に防犯モニターを増設

B 園とＣ園では、 自尊感情回復トレーニング講座を開講 全 5 回

Ｄ園では、 入所中の生活必需品を購入 パソコン 1 台とミシン 1 台

Ｅ園では、 施設職員や相談員やサポーターがスーパービジョンを受け、

支援力の向上に努めた。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

緊急一時保護施設（Ｅ園）からメッセージをいただきましたので、ご紹介します。

ＤＶに関する電話相談、民間のシェルターとステップハウス、そして施設を退所した後

の回復支援プログラムを運営するＮＰＯ法人です。

長年夕陽丘基金のお世話になっています。

新しい生活をマイナスから出発せざるを得ない当事者にとって、住まいを確保したり、

そこで生活を始められる状態にもっていくのに、何人もの人が基金に助けられ、命綱のよ

うな存在です。

また施設としても、利用者の安全確保のために、シェルターの場所から独立した相談

室を開いた初年度の家賃補助から、現在は支援の質を向上させるスーパービジョン費用

の助成をいただいています。おかげさまで、よりよい支援を安全な場所で継続できていま

す。

当ＮＰＯ法人、そして多くの利用者は公的援助を得られず、夕陽丘基金のような市民

による民間の支援に支えられています。

10 周年記念おめでとうございます。そしてこれからもよろしくお願いします。

毎回お母さんが変わっていく姿に驚かされます。人を回復させるのは

人であることを改めて実感させられました。

ＤＶ加害者をはじめ不審者の徘徊･侵入の早期発見･通報につながり

ます。施設利用者や職員が安心して過ごす環境が整いました。



夕陽丘基金にご協力のおねがい

夕陽丘基金は個人の方、グループの募金、寄付で成り立っています。

お預かりしたお金は、緊急保護施設での支援を必要としている人へ、

または支援活動をしている団体に活用されています。

たとえばこんなことに活用されています

○ 保護命令の申請に要する費用〈切手代、収入印紙代など〉

○ 赤ちゃん、幼児の着替え、おしめなど育児用品の購入

○ 仕事や家を探すときの交通費、ケガや病気の治療費

ご寄付いただいた方からのＭｅｓｓａｇｅ

・世界中誰一人もれることなく、幸せになりますように。

・少しでもＤＶ被害者の自立に役立ちますように。

寄付金の振込先

郵便振替口座：００９９０－７－１９０５５２ 口座名義：夕 陽 丘 基 金

ひとりで悩まないで、まずは相談してください。

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは・・・
『配偶者や恋人など親密な関係にある者からの暴力』という意味で使用されます。

殴る・蹴るといった身体的な暴力の他に、脅す・怒鳴るなどの精神的な暴力もあります。

もしＤＶと感じたり、お互いの関係に疑問をもったらご相談ください。

・大阪市配偶者暴力相談支援センター

DV 相談専門電話 ０６－４３０５－０１００
月～金 ９：３０～１７：００

・クレオ大阪女性総合相談センター

総合相談受付 ０６－６７７０－７７３０
悩みの電話相談 ０６－６７７０－７７００
火～土１０：００～２０：３０ 日・祝１０：００～１６：００

・ＤＶから逃れて安全を確保したいとき

・各区役所 保健福祉課 月～金 ９：００～１７：３０

・各警察署 生活安全課 緊急時は１１０番

・子どもに関する相談

大阪市の児童虐待ホットライン ０１２０－０１－７２８５ ２４時間対応


